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『資治通鑑』を味わう
谷口　満（本学文学部教授）

平成
28年

　歴史学の最も重要なものに資料があります。研究は常

に資料との対話を通じて構想され、具体化されていきま

す。今回、資料のさまざまなアプローチを4人の講師がお

話しいたします。『資治通鑑』、『続日本紀』、『魔女への鉄

槌』といったその時代を理解するうえで最重要の文書を取

り上げます。また、第3回では、澁澤敬三（澁澤栄一の孫）

が主宰した戦前の民俗学の研究所アチックミューゼアム

で行われた水産史研究を、当時の調査ノート、写真、映像、

収集された民具、報告書などから“読み解く”ことによって、

その調査研究の実像に迫ります。

第1回　　6月1日（水） 18：00～19：30

『続日本紀』を読むー天平の多賀城・秋田直通路開設事業ー

熊谷 公男（本学文学部教授）

第2回　　6月8日（水） 18：00～19：30

戦前の民俗調査を復元するー澁澤敬三とアチックミューゼアム
　　　　水産研究室が目指したものー

加藤 幸治（本学文学部教授）

第3回　　6月15日（水） 18：00～19：30

『魔女への鉄槌』を読む
楠　義彦（本学文学部教授）

第4回　　6月18日（土） 14：00～15：30

申込不要
受講無料
定員300名

資料を


